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５．５ ジャケット式桟橋 

【告示】 （桟橋の性能規定） 

第五十五条 第四十八条の規定は、桟橋の性能規定について準用する。  

２ 前項に規定するもののほか、桟橋の性能規定は、次の各号に定めるものとする。  

一 桟橋の渡版が次の基準を満たすこと。 

イ 利用状況に応じて、荷役、乗降等を安全かつ円滑に行えるための所要の諸元を有すること。  

ロ 桟橋の上部工に水平方向の荷重を伝達させないものであり、かつ、地震動等の作用により生

じる桟橋部及び土留部の変形に対して落版しないこと。 

二 主たる作用がレベル一地震動、船舶の接岸及び牽引並びに載荷重である変動状態に対して、次

の基準を満たすこと。 

イ 上部工の部材の健全性を損なう危険性が限界値以下であること。  

ロ 杭に作用する軸方向力が地盤の破壊に基づく抵抗力を超える危険性が限界値以下であるこ

と。 

ハ 杭に生じる応力度が降伏応力度を超える危険性が限界値以下であること。  

三 主たる作用が変動波浪である変動状態に対して、次の基準を満たすこと。  

イ 渡版に作用する揚圧力により渡版の安定性を損なう危険性が限界値以下であること。  

ロ 上部工の部材の健全性を損なう危険性が限界値以下であること。  

ハ 杭に作用する軸方向力が地盤の破壊に基づく抵抗力を超える危険性が限界値以下であるこ

と。 

四 補剛部材を有する構造の場合にあっては、主たる作用が変動波浪、レベル一地震動、船舶の接

岸及び牽引並びに載荷重である変動状態に対して、補剛部材及び格点部の健全性を損なう危険性

が限界値以下であること。 

３ 第四十九条から第五十二条までの規定は、構造形式に応じて、桟橋の土留部の性能規定について

準用する。 

 

(1) ジャケット式桟橋（補剛部材を有する構造の桟橋）の性能照査にあたっては、５．２ 直杭式横桟橋

及び５．３ 斜め組杭式横桟橋に準じる他、詳細については、ジャケット工法技術マニュアル 23)を参

考にすることができる。 

(2) レベル1地震動に関する変動状態におけるジャケット式桟橋の性能照査に用いる照査用震度の特性

値は、構造特性を勘案して適切に算定するものとする。なお、ジャケット式桟橋の照査用震度の算定

にあたっては、５．２．３(14)耐震性能照査に用いる地震動を参照することができる。 

(3) ジャケット式桟橋の断面の例を図－5.5.1に示す。 
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図－5.5.1 ジャケット式桟橋の断面の例 
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(4) レベル 2 地震動に対する偶発状態以外の設計状態に対する部分係数のうち、船舶の作用による変動

状態（船舶接岸時、牽引時）およびレベル 1 地震動による変動状態については、表－5.5.1 の数値を

参照することができる 23-1) 23-2)。ここで、断面力に関する係数とは、５．２直杭式横桟橋に対する係数

と同様に、鋼材降伏強度の部分係数を 1.0 とし、骨組み解析により得られる断面力をこの係数により

除することで杭等に発生する応力に関する照査を行うための係数である。 

 

表－5.5.1 

1)標準的な部分係数 

(a)船舶の作用による変動状態（船舶接岸時、牽引時）、載荷重による変動状態（作業時） 

 耐震強化施設 

目標信頼性指標T 3.2 

目標破壊確率 PfT 9.1×10-4 

 

 

/Xk 

V 確率分布 
SKK400 

STK400 

SM400

SKK490 

STK490 

SM490

SM490Y 

A 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.65 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.59 0.27 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


PH
 水平力 1.37 -0.71 0.870 0.870 0.870 0.25 正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

B 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.60 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.38 0.48 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


PH
 水平力 1.31 -0.64 0.870 0.870 0.870 0.25 正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

C 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.80 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 1.06 0.00 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


PH
 水平力 1.29 -0.60 0.870 0.870 0.870 0.25 正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

D 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.69 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.35 0.51 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


PH
 水平力 1.22 -0.51 0.870 0.870 0.870 0.25 正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

※1： ：感度係数、/Xk：平均値の偏り（平均値/特性値）、V：変動係数である。 

※2： 水平力として、防舷材反力（船舶接岸時）、牽引力（牽引時）、クレーン水平力（ク

レーン作業時）がある。 

※3： A：レグ（キャン）及びブレース、B：レグ（一般部）及び海中杭、C：上部土中杭（土

中における曲げモーメントの第一極大点を含む杭の部位）、D：下部土中杭（上部土中

杭以深の継ぎ杭した部位）である。 
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 耐震強化施設以外  

目標信頼性指標T 2.9 

目標破壊確率 PfT 1.9×10-3 

 

 

/Xk 

V 確率分布 
SKK400 

STK400 

SM400

SKK490 

STK490 

SM490

SM490Y 

A 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.65 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.63 0.27 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


PH
 水平力 1.32 -0.71 0.870 0.870 0.870 0.25 正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

B 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.60 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.41 0.48 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


PH
 水平力 1.27 -0.64 0.870 0.870 0.870 0.25 正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

C 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.80 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 1.06 0.00 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


PH
 水平力 1.25 -0.60 0.870 0.870 0.870 0.25 正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

D 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.69 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.39 0.51 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


PH
 水平力 1.19 -0.51 0.870 0.870 0.870 0.25 正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

※1： ：感度係数、/Xk：平均値の偏り（平均値/特性値）、V：変動係数である。 

※2： 水平力として、防舷材反力（船舶接岸時）、牽引力（牽引時）、クレーン水平力（ク

レーン作業時）がある。 

※3： A：レグ（キャン）及びブレース、B：レグ（一般部）及び海中杭、C：上部土中杭（土

中における曲げモーメントの第一極大点を含む杭の部位）、D：下部土中杭（上部土中

杭以深の継ぎ杭した部位）である。 



  －1136-4－ 

 

(b)レベル 1 地震動による変動状態 

 耐震強化施設（特定） 

目標信頼性指標T 3.65 

目標破壊確率 PfT 1.3×10-4 

 

 

/Xk 

V 確率分布 
SKK400 

STK400 

SM400

SKK490 

STK490 

SM490

SM490Y 

A 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.42 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.52 0.29 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.81 -0.85 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

B 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.47 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.30 0.52 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.64 -0.71 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

C 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.62 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.98 0.03 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.72 -0.78 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

D 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.50 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.20 0.67 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.46 -0.55 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

※1： ：感度係数、/Xk：平均値の偏り（平均値/特性値）、V：変動係数である。 

※2： A：レグ（キャン）及びブレース、B：レグ（一般部）及び海中杭、C：上部土中杭（土

中における曲げモーメントの第一極大点を含む杭の部位）、D：下部土中杭（上部土中

杭以深の継ぎ杭した部位）である。 
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 耐震強化施設（標準） 

目標信頼性指標T 2.67 

目標破壊確率 PfT 3.8×10-3 

 

 

/Xk 

V 確率分布 
SKK400 

STK400 

SM400

SKK490 

STK490 

SM490

SM490Y 

A 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.46 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.68 0.24 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.53 -0.84 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

B 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.45 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.50 0.41 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.49 -0.79 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

C 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.58 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 1.06 0.00 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.51 -0.81 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

D 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.48 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.35 0.61 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.36 -0.63 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

※1： ：感度係数、/Xk：平均値の偏り（平均値/特性値）、V：変動係数である。 

※2： A：レグ（キャン）及びブレース、B：レグ（一般部）及び海中杭、C：上部土中杭（土

中における曲げモーメントの第一極大点を含む杭の部位）、D：下部土中杭（上部土中

杭以深の継ぎ杭した部位）である。 
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 耐震強化施設以外 

目標信頼性指標T 2.19 

目標破壊確率 PfT 1.4×10-2 

 

 

/Xk 

V 確率分布 
SKK400 

STK400 

SM400

SKK490 

STK490 

SM490

SM490Y 

A 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.46 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.74 0.24 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.41 -0.84 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

B 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.45 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.58 0.41 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.38 -0.79 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

C 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.58 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 1.06 0.00 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.39 -0.81 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

D 

y 鋼材降伏強度 1.00 0.48 1.260 1.196 1.200 0.08 正規 

kCH
 地盤反力係数 0.43 0.61 1.333 1.333 1.333 0.76 対数正規 


kh
 照査用震度 1.29 -0.63 1.000 1.000 1.000 0.20 対数正規 

q 載荷重 1.00 － － － － － － 

a 構造解析係数 1.00 － － － － － － 

※1： ：感度係数、/Xk：平均値の偏り（平均値/特性値）、V：変動係数である。 

※2： A：レグ（キャン）及びブレース、B：レグ（一般部）及び海中杭、C：上部土中杭（土

中における曲げモーメントの第一極大点を含む杭の部位）、D：下部土中杭（上部土中杭

以深の継ぎ杭した部位）である。 
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2)断面力に関する係数 

(a)船舶の作用による変動状態（船舶接岸時、牽引時）、載荷重による変動状態（作業時） 

 
耐震強化施設  

耐震強化施設  

以外 

sec
断 面 力 に

関する係数 

A 

SKK400, STK400, SM400 1.07 1.05 

SKK490, STK490, SM490 1.02 1.00 

SM490Y 1.02 1.00 

B 

SKK400, STK400, SM400 1.08 1.07 

SKK490, STK490, SM490 1.03 1.01 

SM490Y 1.03 1.01 

C 

SKK400, STK400, SM400 1.03 1.00 

SKK490, STK490, SM490 0.97 0.95 

SM490Y 0.98 0.95 

D 

SKK400, STK400, SM400 1.06 1.04 

SKK490, STK490, SM490 1.00 0.98 

SM490Y 1.01 0.99 

※1： A：レグ（キャン）及びブレース、B：レグ（一般部）及び海中杭、C：上部土中杭（土

中における曲げモーメントの第一極大点を含む杭の部位）、D：下部土中杭（上部土中

杭以深の継ぎ杭した部位）である。 

 

(b)レベル 1 地震動による変動状態 

 耐震強化施設  

（特定）  

耐震強化施設  

（標準）  

耐震強化施設  

以外 

sec
断 面 力 に

関する係数 

A 

SKK400, STK400, SM400 1.10 1.14 1.16 

SKK490, STK490, SM490 1.05 1.08 1.10 

SM490Y 1.05 1.08 1.10 

B 

SKK400, STK400, SM400 1.09 1.14 1.16 

SKK490, STK490, SM490 1.03 1.08 1.10 

SM490Y 1.04 1.09 1.11 

C 

SKK400, STK400, SM400 1.03 1.10 1.13 

SKK490, STK490, SM490 0.98 1.05 1.07 

SM490Y 0.98 1.05 1.08 

D 

SKK400, STK400, SM400 1.08 1.13 1.15 

SKK490, STK490, SM490 1.02 1.07 1.09 

SM490Y 1.02 1.08 1.10 

※1： A：レグ（キャン）及びブレース、B：レグ（一般部）及び海中杭、C：上部土中杭（土

中における曲げモーメントの第一極大点を含む杭の部位）、D：下部土中杭（上部土中

杭以深の継ぎ杭した部位）である。 

 

(5) レベル2地震動に対する動的解析法による照査 

① レベル 2 地震動に関する偶発状態におけるジャケット式桟橋の性能照査は、当該施設のおかれる

状況、重要度及び解析手法の精度等を考慮して、適切に実施されなければならない。ジャケット式

桟橋の性能照査は、直杭式横桟橋に準じることができるが、トラスの形状を考慮して部材に生じる

作用を適切に設定すること。なお、ジャケット式桟橋と直杭式横桟橋との動的特性の相違点には、

以下のようなものがあり注意が必要である。 

(a) トラス構造であることから固有周期が短い。 

(b) 格点を有する構造であることから、破壊メカニズムが複雑である。 

(c) 格点部に対する照査が別途必要になる。 
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② 性能照査方法の例としては、質点系の動的解析により照査用断面を設定し、その後、別途算定さ

れた杭周辺の地盤の変形量を用いて、桟橋の骨組み構造を用いた応答変位法を実施する方法等が挙

げられる。 

③ ジャケット式桟橋は、一般に、補剛部材の座屈後においても耐力を有するものであるため、ジャ

ケットのブレース材の非線形履歴のモデル化には、座屈後の特性を表現できる要素を用いる必要が

ある。座屈曲線は、有限要素法による方法や塑性ヒンジを仮定する方法等があるが、簡易的にいく

つかの曲線や直線で近似したモデルが使用されることがある 24)。 

④ レベル 2 地震動に関する偶発状態において、ジャケット式桟橋に求められる性能については、基

本的には、直杭式横桟橋と同様であるが、ジャケットと杭の接合部や格点部等のジャケット式桟橋
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